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グリーンアスパラガスのハウス栽培における新植後5年間の

収量の推移と今後の課題
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Changes ofthe yei1d in green asparagus semi-forcing cultivation for 

five years after planting 
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緒言

圏内のアスパラガスの出荷量は 10年前に比べ約2

倍の 2万5千トンとなり 食生活の中でなじみの食材

となってきた.アスパラガス栽培は育成した株を植え

付けた後，多年に渡り収穫と株の養成を繰り返し管理

する.収穫打ち切り後発生する若茎を生育させ(立茎)

株養成を行うが，立茎開始の時期は，その年の収量や

翌年の収量および若茎品質に影響を及ぼす.アスパラ

ガスの品質や生産性の向上には，適正な立茎管理が重

要となる.そこで，立茎開始時期の一つの目安として，

収穫が進むにつれて増加する細い若茎の割合をもとに

判断する方法があるが，収量と規格毎の収量の変化を

把握することで，立茎管理の適正化に対して有用な情

報になると考えられる.また，アスパラガス品種の特

性を明らかにすることは，生産性の向上には必要で、あ

る.そこで， 3品種のアスパラガスを無加温ビニール

ハウスに定植し，新植後5年間の収量を調査し，その

推移について検討した.

2009年5月29日受理
*連絡責任著者(tsakaki@adm.kais押oto・u.ac.jp)

材料および方法

2003年5月 19日に播種・育成した株を 8月6日か

ら8日にかけ，京都大学農学研究科附属農場(高槻市)

の無加温ビニールハウス (5a) に定植した.畝長は 41

mで，畝幅 165cm，株間 40cmの2条千鳥植えとし ‘バ

イトル'を l畝，‘ウェルカム'を 2畝，‘スーパーウェ

ルカム'を 2畝，その他の数品種を I畝に植え付け，

2004年2月から 2008年5月まで収穫した施肥管理

は表 lに示した.

収穫は春どりのみとし若茎を茎長25cmで、収穫し，

アスパラガス選別機で各規格を 3L: 48g以上， 2L: 48 

~ 33g， L: 33 ~ 23g， M: 23 ~ 15g， S: 15 ~ 8gに

設定し選別後各規格の重量を測定した収穫期間と

立茎開始日は表2に示した.

結果

圃場全体の総収量を年ごとに見ると， 2004年はM

規格， S規格の細い若茎が多く， 2005年以降，総収量

の増加に伴い 3L~L 規格の太い若茎の収量は増加し

たが， M規格， S規格の細い若茎の収量は，ほほ横
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表 1.各年の施肥管理 (kg/5a)

株養成期

苦土石灰肥料

燐硝安加里 S604

収穫後収穫雨

40kg 

6kg 

2003年

6kg 過りん酸石灰36kg 

18kg 

苦土石灰肥料

スミカエース 2号

2004年

9kg たま化成S18kg 

12kg 

6kg 

ほう素入り UF化成

ほう素入り旧化成

;燐硝安加里 S604

6kg 

20kg 

12kg 

6kg 

塩化加里

苦土石灰肥料

たま化成s
硫安

2005年

2006年

12kg ほう素入り UF化成12kg 

18kg 

12kg 

12kg 

6kg 

6kg 

粒状石灰窒素

けい酸加里

苦土石灰肥料

粒状石灰窒素

粒状ょうりん

けしミ酸加里

2007年

2008年

の推移を見ると，収穫初年の 2004年は M 規格， s規
格の細い若茎の比率が収穫期間を通し高く推移した

(図 3).収穫 2年目， 3年目と株が充実してくると 3L

~L 規格の太い若茎の比率が高く， M 規格， s規格の
細い若茎の比率は低く推移する傾向が見られた.また，

収穫期間の中盤以降に L~S 規格の比率が上昇し， 3L 

規格， 2L規格の比率が低下してくる傾向が見られた

次に，各品種の 5年間の収量 (kg/a) と規格別収量

比率を比較すると， ‘バイトル'は，定植後早い年次

から高い収量を示し， 2L 規格を中心に 3L~L 規格を

主体とした若茎が多かった(図4). ‘スーパーウェル

カム'は 3L規格， 2L規格を主体とした太い若茎が多く，

収量も高かった. ‘ウェルカム'は‘バイトル' と同

様に， 3L~ L規格を主体とした構成であったが， ‘バ

イトル'に比べると少し収量が劣った.他の品種の生

立茎開始日

4月 14日

4月 13日

5月 2日

4月12日

4月21日

表2 各年の立茎開始日と収穫期間

収穫期間

2月27日-4月17日

2月21日-5月 2日

2月24日-5月 2日

2月 16日-5月 4日

2月22日-5月 10日

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

ばい状態で少なかった(図1).規格別収量比率では，

2004年は M規格と S規格を合わせた比率が約 68%と

細い若茎の収量比率が高かった(図 2). 2005年以降は，

2L規格は約 30%，L規格は約 20%，S規格は 10%以

下で推移した. 3L規格の収量比率が年々増加傾向を示

した一方， M規格の収量比率は年々，減少傾向を示し

た.

次に，各年の 1週間毎の収量および規格別収量比率

(
回
目
¥
凶
ぷ
)
酬
星
高
健
聴

200 

150 

100 

50 

O 

Eコ総収量

…・吋3L
-0ー2L

-企一 L
園口・M
-~善・ S

500 

400 

~ 300 
¥¥  

豆

100 

盟200
鑓

O 
08年07年

図 1 総収量と規格別収量 (kg/5a)の年次変化

06年04年



50 

40 

30 

ぎ

220 
主目側軍

10 

O 
04年

20 
2004年

51 

一・四3L -0-2 L 一企ー L ロ.M ・4善・S

口
• • • 周

• • 
口、、

色
司、、

、、

ト 園周圃磯崎

・・・・§・・ § 

05年 06年 08年07年

図2.規格別収量比率(%)の年次変化

医廼収量寸 80 20 
ザト3L

立ベ〉ー2L

15 4 ・ロ・M I -- ~ α3 

-φ・s -g. 

通照10 

40 桜酬塁封手ト

主目副手5 
20 

。 。
4/27 2/16 3/2 

50 
20 I 2007年

40 
15 

30 3 
( 悶

亙照10 

20 時捕当
E王1冊手5 

10 

。 。
2/16 

4 
50 

40 

30さ

20 隊迫十

酬塁手

10 

。

50 

。

15 
悶

照

通10
酬
塁手
5 

0 
2/16 312 

20 
2006年

(
ま
)
附
柑
若
酬
民
一
『

n

u

n

u

n

u

n

u

 

凋

斗

勾

d

n

L

4

1

50 

15 
国

照

亙10

酬
主語 5 

。

20 

15 
帽

照

通10

酬
辱 5

(
ぎ
)
凶
柑
封
酬
民
一
4

n

U

A

H

V

A

U

n

U

 

4
・

q

u

n

4

4

1

。

図3.各年の立茎開始時期と 1週間毎の収量 (kg/週・ a)および規格別収量比率(%)の推移
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図4.各品種の収量 (kg/a)および規格別収量比率(%)の年次変化

‘ノfイトル'では2L規格， L規格の比率が高いなど，

品種によって収量の構成比や生産性に違いが見られた

点である.

収穫期間や施肥管理などの栽培管理条件の違いによ

る，収量の推移，各規格の収量比率の推移などの変化

を比較することで，立茎管理などの栽培管理の適正化

を図り，収穫物の高品質化と高収量性の両立が可能に

なると考えられる.今後も収量調査を続け，生産性の

高い栽培技術の確立に努めていきたい.

アスパラガスの品質や生産性の向上には，適正な立

茎管理が重要となる.収量と規格毎の収量の変化を把

握することは立茎管理の適正化に対して有用な情報に

なると考え，無加温ビニールハウスでの新植後5年間

の収量を調査しその推移について検討した定植後

の年数を経るにつれ総収量は顕著に増加し， 3Lや2L

規格の若茎が占める割合が高くなった.総収量の増加

は 3L~L規格の収量の増加に負うところが大きかっ

た収穫期間中の規格別収量は3Lの収量比率が前半

に高く，後半には MやS規格の割合が増加する傾向

が認められた

キーワード:可販収量，

要

立茎管理

t商

察

アスパラガス栽培で，品質や生産性を向上させるに

は， もちろん作型の決定，育苗，栽植密度，施肥藍

水などの栽培管理をいかに適正に行うかが重要であ

る.なかでも立茎管理はその年の収量および翌年の収

量と若茎品質に大きな影響を及ぼすと考えられる.そ

こで， M規格， s規格の細物収量の割合や収穫期間， 1 
日の収穫量などを考慮し今までの経験と合わせて立

茎開始時期を決め， 5年間の収量調査を行った.

収量調査から次のことがらが見出されたまず，

パラガスの総収量は 3L~L 規格の収量の増減が大き

く反映していたこっ目として， 1週間毎の規格別収

量比率をみると， 3L規格の収量比率が収穫期間の前半

に高く，後半に低下するのに対して， M規格， s規格
の収量比率は収穫期間を通して低く推移し収穫期間

の後半になってわずかに増加する傾向が見られた点が

あげられる.三つ日には， 5年間の収量推移から判断

すると 2005年， 2006年の立茎開始時期は適期よりも

早かったのではないかと考えられた.四つ日は，‘スー

パーウェルカム'では3L規格， 2L規格の比率が高く，

育については大きな違いがなく， ‘バイトル'や.スー

パーウェルカム'よりも収量や品質の面で優れている

と思われる品種はなかった.
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